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心身の健康 0…………………"………"……………………………00
心身ともに健康な状態の学生は9割弱 ! 睡眠時間が健康の指針?!
健康が優れない学生は8人に1人

学生生活の不安や悩み ・…………………"………………………00
「進路・就職等」の不安と悩みは3年生の時期がピーク !

「進路・就職等」の不安や悩みは56.4%、 「勉強」の不安や悩みが37.0%に

相談相手 ・"… …̈…“"… "……………………"…………………・ 0
悩みの相談相手は友人か家族だが、相談相手のいない悩みも !

不安や悩みの相談相手は「友人」が7割弱、家族が5割弱
「心身の健康」や「対人関係」の悩みを「相談できる人がいない」学生が多い
「相談できる人がいない」のは学部学生で6.1%、 大学院学生で5.1%

通学日数 ・……………"………………………………………………・ ○
学年が上がるにつれて通学日数は減少しがち !

週5日通学している学生が4割。専門職課程の学生の5人に 1人は毎日通学

通学時間 ・…………………………………"…………“……………"00
1時間以上かけて通学している学生は4割以上 !

徒歩のみ ・自転車で通学 している9割以上は30分以内の通学時間
片道に2時間以上かけている学生は4.フ%

睡眠時間
睡眠時間は長くても短くても問題 ?!
5時間以下の睡眠は食生活、9時間以上の睡眠は学習活動の問題を反映している可能性も

身体活動 ・…"… ""……………"………"… "……………………・ 0
学年が上がり、タバコをすうと食生活は不規則に?!
タバコを吸うと3食きちんと食べられるのは29.9%にとどまる

1・ 2年生の学習スキJレ ・…""………………………………… ・̈ ①
図書館の使い方とコンピユータの操作は入学直後に習得済み?!
入学して不足していると感じた知識は「キャリア形成・就職」31.2%など就職関連情報が中心

上級生が感じる不足能力 ・"………………"………………………・ ①
学年が上がつても「外国語能力」と「プレゼンテーション能力」は不足気味!?
「外国語能力」|よ 5可 .5%、 「プレゼンテーシヨン能力」|ま35.8%が上級生でも不安

上級生の学習スキル ・……"……………"……………………… "・ 0
在学中に「レポート・論文作成能力」、「コミュニケーション能力」、
「論理的思考能力」は獲得できた?
「外国語能力」の向上に満足できたのは12.1%、
不足を感じているのは51.5%(学部3・ 4年生、大学院学生)
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嘔コ亜動 ib彦計ともに
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睡眠時間が健康の

心身の健康

健康ではない 無回答 0.1%

2.5%

あまり

心身ともに健康な状態 (勉学に支障がない程

度)か どうかについて尋ねたところ、「健康であ

る」が5割弱、「ほぼ健康である」が4割弱となっ

てお り、9割近い学生は健康な状態にあるようで

す。一方で、「健康ではない」、「あまり健康では

健康が優れない学生はlBAIEl人

ない」との回答は8人に1人になっています。

ではどのような学生が「健康ではない」と回答

しているのでしょうか。この傾向は性別、所属キ

ャンパスや自宅生か否かといった違いでは、有意

な違いが見られません。はっきりとした違いがあ

るのは睡眠時間で、「健康ではない」 という学生

の4割以上が「5時間以下」 (1日 の平均睡眠時間)

と回答 しているのに対 して、「健康である」とい

う学生では7人に1人 と少数派です。

健康を維持するための対策としてどのような対

策がとられているでしょうか。心身の健康を維持

するための心がけを尋ねたところ、男女間で傾向

の違いが見られました。男性では女性より「スポ

ーツをする」という回答が多いのに対して、女性

の場合には男性 よりも「食生活に気をつける」、

「十分な睡眠をとる」という回答が多 くなってい

ます。また、自宅生と自宅外生の場合には、やは

り自宅外生で「食生活に気 をつける」 (自 宅生

16.2%、 自宅外生23.4%)と いう回答が多 くなっ

ていました。
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EIコ 充分な睡眠をとる

■■1生活のリズムを乱さない

■圏園 ストレスをためない

∩
ｖ

（５

100(%)

■

か ?ヽ

10.8%
ない

ほぼ健康である
37.19そ)

健康である

49.4%

11.119012.5 7.9 16.6
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「進路・就職等」
3年生の時期

学生生活の

不安や悩み

多 くの学生が学生生活の不安や悩みとして挙げ

たのは、例年と同じく「進路・就職等」と「勉強」

についてでした。

1年生の段階では、「進路・就職等」よりも「勉

強」を挙げる学生が多 く、「アルバイ ト」、「対人

関係」といった項目が他の学年よりも多 く挙げら

れています。大学生活への適応をめぐる不安や悩

みは、先輩や教職員といった学内の相談相手を見

つけていくことが解決のポイントになるのかもし

れません。

2年生では「留学」に関する悩みが多 くなり、3

年生になると「進路・就職等」の問題が多くの学

(5,693イ牛)

1  年
(1,651イ牛)

2  年
(1,066件 )

3  年
(958件 )

4  年
(802件 )

「進路・就職等」の不安や悩みは56.4%、
「勉強」の不安や悩みが37.0%に
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生にとって切実な課題になることがうかがえます。

4年生になると今度は「人生観」の割合が高 くなっ

ています。進路もほぼ決まった中で、あらためて将

来設計について悩みが生じているのでしょうか。

大学院学生では、「進路」に関する不安はもち

ろんのこと、修士課程と専門職課程では特に「勉

強」に関する不安が高くなっているようです。一

方、博士課程の学生では「経済問題」が「勉強」

以上に心配な要因となっています。専門職課程に

進学 している学生はすでに葛藤を済ませてキャリ

ア設計をしてきているためか「人生観」に関して

は悩むことはあまりないようです。
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相談相手

悩みの相談相手は友人か家族だが、

相談相手のいない悩みも:

ぶヽ     不安や悩みの相談相手は「友人」がフ割鴨弘 家族が5ヨ田轟覇 _
S浄ジ屏「心身の健康」や「対人関係」の悩みを「相口:にできる人がいない」学生が多い｀
・ 0ノ 「相談できる人がいない」のは学部学生で6日 1ツら、大学院学生で5日 196

不安や悩みの相談相手は「友人」が最も多 く、

次に「家族」となっています。その中でも女性は

男性よりも「家族」に、一方、男性は女性よりも

「先輩」に相談する傾向が見られます。また大学

院学生の場合、「教職員」を相談相手にする傾向

が強くなります。ただし、学部学生と大学院学生

いずれも「相談できる人がいない」と回答してい

る学生が一定数いるのが気がかりです。

不安や悩みの内容に応 じて相談する相手も変化

します。しかし「心身の健康」や「対人関係」に

ついては「相談できる人がいない」という学生が

多 く、「性格・能力」については「誰に相談 して

いいか分からない」という学生が多 くなっていま

す。総合健康教育センター学生相談室はもちろん

のこと、学部の学生担当教務主任や事務職員も相

談にのれる場合があります。大学の資源をいかに

活用するかが、不安や悩み解決の糸口になるかも

しれません。

男女別 学部 。大学院別
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出∠懃フ 学年が上がるにつれて
通事日数は減少しがち!

通学日数

全   体

1  年
(858人 )

2  年

(555人 )

0

3  年
(509人 )0

4  年
(433人 )

修士課程
(367人 )

博士課程
(89人 )

専門職課程
(123人 )
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専門職課程の学生の5メdEl`た は毎日通学
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26.7

203

424

24.9
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Ll.3

227 24.0

1.3」

1週間平均での大学への通学 日数を尋ねたとこ

ろ、もっとも多い回答は「5日 」で、8割以上の学

生が4日 から6日 程度通学 しているようです。一方

で1週間に1日 も大学に通学していないと回答 した

学生も少数ながらいるようです。

もちろんこの回答傾向は学年によって大きな違

いがあ ります。1年生は週に5日 ないし6日 通学 し

ている学生が多いのですが、学年が上がるにつれ

通学日数は減少し、4年生では週3日 以下の学生の

割合が高くなっています。大学院では博士課程の

学生では週1日 ないし2日 通学する割合が高いのに

対 して、専門職課程では週7日 通学 している割合

が高 くなっており、学び方のスタイルが違ってい

32.7

100 (%)

ることを顕著に示しています。なお、文理の別で

は週5日 通学 している理系の学生が多 くなってい

ました (47.9%)が、週7日 通学 している割合だ

け見ると文理の差はないようです (文系2.9%、

理系3.0%)。

また、心身の健康状態への自己評価 とのクロス

集計では、「健康ではない」 と回答 した学生の

3.9%が通学 している日数を「0日 」と回答 してお

り、「健康である」「ほぼ健康である」と回答して

いる学生でも通学 している日数を「0日 」 (0.5%)

と回答する学生が存在 しました。大学にあまり出

てきていない学生を大学としてどう受け止めてい

くかが一つの課題になりそうです。
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14.6

30.9
~~~可

４
　
通
学
日
数

およそ1 で 大 に ま か , 学年別
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487 392
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”鶴 あ た は な に t と思いますか ?

でおおよそ か ?

Ш壁整堂壺_生堕璽型コ

幅階
隊
階
」

全  体

健康である
(1,490人 )

04 1.4

ほぼ健康 である
(1,116人 )

0.7 18
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健康ではない
(76人 )

0 20 40 60 100
(%)

ー
_ニ ー

ノ

》

´、

悩みの相談相手

不安や悩みを相談する相手として、やはリー番多いのは「友人」で、経年変化を見ても微増

を重ねています。また本年度では「家族」と答えた学生の増加が日立ち、初の40%台 に乗 りま

した。その一方で、「相談できる人がいない」、「誰に相談したらよいのか分からない」「相談 し

たくない」の数値は増減もわずかで合計20%を 超えてお り、悩みを抱えながら大学生活を送っ

ている学生が確実にいることがうかがえます。学生本人の気持ちが最も大切ですが、学生の悩

みを察知し、教職員や大学からの声かけをすることが必要かもしれません。

3.1 40

2002年

2.8 06 3.3

2003年

33 6 29 12

2004年

2 18

2005年

2.7 1.2

4 2006年

通
学
日
数

2日

8.7

4.0 8.1 19.7

90 18.6

20.110.2

15

184 38.210.5

か ?まや

21.7 10.6

12.1

173 11.8

1  176 13.6

目■ 家 族 EI]友 人 Eコ 恋 人 Eコ 先 輩 鰈躊 教職員

匿ヨ 誰に相談してよいか分からないEコ 総合健康教育センター学生相談室  圏願 相談できる人がいない

爾圏 相談したくない 匡コ その他 匡コ 無回答
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.50‐216 11.934.6 64.4
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63 ‐ 11467.339.1
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1日寺脳]二試」ヒかけて運邑学している
学生は4割以上 :

通学時間

片道の通学に1時間以上かけている学生は4割以

上に達 してお り、6人 に1人が1時間半以上、20人

に1人が2時間以上となっています。2時間以上通

学に費やしている割合が高いのは所沢キャンパス

の学生で、電車やバスの車内といった制限の多い

空間や時間をいかに活用 しつつ疲労を避けるか

が、遠距離通学をしている学生にとっての課題で

しょう。

通学時間と通学の手段のクロス集計をみると、

「徒歩のみ」ないし「自転車」で通学 している学

匡≡≡≡憂亘正固

徒歩のみ。自転車で通学しているヨロ訓以上は30分以内の通学時間
片道に2時間以上かけている学生は4.フ%

^`C

h
生のほとんどが30分以内の通学圏に居住 している

一方、「電車 とバス」を組み合わせて通学 してい

る学生は3人 に2人が1時間以上も片道の通学に費

やしています。

なお、一日の平均睡眠時間が「5時間以下」の

学生の3割以上、あるいは「健康ではない」 と感

じている学生の1割以上が、片道2時間以上かけて

大学に通っているという結果も出ており、遠距離

通学では健康への配慮が欠かせないと言えるで

しょう。
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睡眠時間は

長くても短くても問題?:

睡眠時間

1日 の平均睡眠時間は「6時間」と回答した学生

が最 も多 く、「7時間」の学生と合わせて7割近 く

に達していました。学部学生全体と大学院学生全

体とで違いはほとんど見られませんでしたが、理

工学部とファイナンス研究科・法務研究科では5

時間以下の睡眠しかとっていない学生が他の学

部・研究科よりも多 くなっているようでした。

睡眠時間と食生活には関連があるようです。睡

眠時間が5時間以下と9時間以上のグループでは食

E三]時間や回数が不規則である 1 匡
=コ

朝食以外は食べる

^4
^0ドヽ

ミ已
5時間以下の睡眠は食生活、

9時間以上の睡眠は学習活動の問題を反映している可能性も

生活において「時間や回数が不規則である」とい

う人が4割 以上に達し、生活全体の忙しさが食生

活や健康に影響を及ぼしている可能性がありま

す。さらに睡眠時間が9時 間を超えると大学の授

業に対する興味が低下する傾向もうかがえます。

実際にはいろいろな理由が睡眠時間に影響を及

ぼしているのでしようが、睡眠時間の大きな変化

は何らかの危険信号として受け止めてもよさそう

です。

■■13食 きちんと食べる

らいれ 9 ヽつ

匝亜≡≡ヨ
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学年が上がり、タバコ

食生活は不規則に?:
^な

^10ヽヽ

ミ已
身体活動

食生活は学年が上がるにつれて不規則になって

いくようです。1年生は「3食 きちんと食べる」学

生が多いのですが、その割合は学年が上がるにつ

れて低下 しています。

食生活全体の傾向は夕食の形態に直接反映され

ます。「朝食以外は食べる」学生は「食堂・店」

で夕食をとり、「時間や回数が不規則である」学

生は「コンビニ・弁当屋・ファース トフー ド等で

E=]時間や回数が不規則である

全  体

1  年

(859人 )

2  年

(553人 )

3  年
(508人 )

4  年
(434人 )

5年以上
(72人 )

修士課程
(361人 )

博士課程
(94人 )

専門職課程
(123人 )

タバコを吸うと3食きちんと食べられるのは29.9%にとどまる

10 20 30 40

の

つ

て

てくだ

い

さい

全体

食堂・店

弁当屋・
フー ド等
で購入

E=]時間や回数が不規則である
■轟13食 きちんと食べる

EI]朝食以外は食べる

購入」しがちで、「3食 きちんと食べる」学生は「家

族 または自分が作 る」 ことが多 くなっています。

自炊は生活を律する役割 も果た しそうです。

また、健康状態の自己評価 と食生活とは密接に

関連しているようです。「3食 きちんと食べる」学

生では9.7%が不健康であると感 じているに過 ぎ

ないのに対 して、「時間や回数が不規則である」

人は20.0%の学生が不健康であると感じています。
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タバコの嗜好もまた食生活のリ

ズムに影響を与える要因になって

いるようです。タバコを吸う場合

「3食 きちんと食べる」学生は約3

割にとどまり、「時間や回数が不規

則である」 という学生が5割以上

なのに対して、タバコを吸わない

場合「3食 きちんと食べる」学生

が6割近 くに達 しています。ただ

し、タバコの本数の違いはこの割

合に大きな影響を与えていません。

クロス

案計
コ

3食 きちんと食べる

朝食以外は食べる

時間や回数が不規則

581 29.9

13.0 175

27.9 52.2

100   80   60   40   20    0    20   40   60   80  100

健康か否かの問いに対 して、学生の49.4%が「健康である」、37.1%が「ほぼ健康である」

と答えていますが、その健康を支えているのは、①適度な運動、②食生活、③十分な睡眠の3

本柱。経年変化を見ても、その3本柱はゆるぎありません。

運動は、まず積極的に「スポーツをする」ことがあり、ついで「できるだけ歩 く」が続きま

す。あえてスポーツをせずとも、ウォーキングをすることが健康維持に役立っていると考えて

いる学生の存在が目立ちます。

一方、経年変化は若干見られるものの、健康維持に「食生活に気をつける」学生も2割近 く

います。その点、「生活のリズムを乱さない」は、8%前後とこの5年でほとんど変わりません。

最後の柱である「十分な睡眠をとる」もわずかな経年変化は見られるものの、かなりの学生

が健康上のポイントとして意識しているのが分かります。

また「ス トレスをためない」ことも心身の健康維持には欠かせない要素だと考えている学生

が約11%も いることも見逃せません。
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図書館の使ぃ方とコンピュ■

操作は入学直後に習得済み ■  ■

102年生の

学習スキル

大学生活や学習法はそれまでの

高校での生活・勉強とは大きく異

なります。学部に入学したばか り

の時に学生生活を充実させるため

の知識やスキルをどの程度持って

おり、また何を知 りたいと思って

いたでしょうか。

大学入学直後にすでに知識やス

キルを有してお り、今後知 りたい

とは感じていないのは「図書館の

使い方」、「コンピュータの操作方

法」、「所属学部のカリキユラムや

履修方法」となってお り、基礎的

学習スキルや卒業するための必要

な条件はすばや く習得 していると

自己評価 しているようです。

一方、入学 した時にはあまり知

識がなく、知っておきたかったと

思っている項 目は、「キャリア形

成 。就職」、「聴講可能な他学部の

講義」、「資格取得」、「大学の施設

の活用方法」、「インター ンシッ

プ」となってお り、就職をめぐる

情報に注目し、所属学部を超えて

大学全体を活用するための情報を

求めている様子が見てとれます。

なお、文系 と理系との違いに着

目すると、理系の学生で「所属学

部のカリキュラムや履修方法」と「大

学生活での注意点」について知っ

ておきたかったという回答者の割

合が文系よりも多くなっています。

就職や進路に関する知識を獲得す

る前にどうやって学生生活に適応

していくかが、理系の学生にとっ

ての鍵になっているようです。

入学 して不足 していると感 じた知識は

「キャリア形成・就職」31.2%な ど就職関連情報が中心
労
〃

・
プ

　

）

残

所属学部の講義やゼミ

所属学部のカリキュラムや履修方法

聴講可能な他学部の講義

オープン科目

コンピュータの操作方法

担当教員の専門領域

担当教員との連絡の取り方

図書館の使い方

大学の施設の活用方法

所属学部の講義やゼミ

所属学部のカリキュラムや履修方法
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学年が上がつても「外
「プレゼンテロショ

ヽ

「外国語能力」は51.5ワら、
「プレゼンテーション能力」は35.8%が上級生でも不安

上級生が感じる

不足能力

1・ 2年生の時に不足 していると

感 じている学習スキルや知識 と、

3年生以上の段階で不足 している

と感じているものに違いはあるの

でしようか。

1・ 2年生の多 くが不足 している

と感じている学習スキル・知識は、

「外国語能力」「レポー ト・論文作

成能力」「プレゼンテーション能

力」「学科・専攻の専門知識」で

す。そのうち、「レポー ト・論文

作成能力」や「学科・専攻の専門

知識」といったスキル・知識につ

いては、3年生以上では不足 して

いないという評価が多 くなってい

ます。しかし「プレゼンテーショ

ン能力」や「外国語能力」は学年

が上がってもあまり改善できてい

る様子が見 られません。学年が上

がるにつれ、こうした能力の重要

性と自分の力量の差について感じ

てしまうためでしょうか。

また、文系 と理系で見ると、3

年生以上の理系で「外国語能力」

「文章読解力」「異文化理解力」の

不足を感 じる傾向がより強いよう

です。
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学科・専攻の専門知識

レポー ト・論文作成能力
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上級生の

学習スキル

在学中に「レポート0論文作成能力」、「コミュニ

ケロション能力」、「論理的思考能力」は獲得できた?
^`C

^ONヽ

ミ已
「外国語能力」の向上に満足できたのは12.1%、

不足を感じているのは51.5% (学 部3・ 4年生、大学院学生)

あなたが大学に ってか につけたり、 したもので、、これまでの間、大 活 を通 じて

と かうものは で

35(%)
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3年生以上の学生にとって、在学中に獲得 して

満足度が高い知識・能力としては「学科・専攻の

専門知識」が最も多 く、他に「レポー ト・論文作

成能力」、「コミュニケーション能力」、「論理的思

考能力」が挙げられています。一方、「外国語能

力」、「情報処理能力」、「プレゼンテーション能力」

などについては依然として不足 していると感じて

いるようです。

文理別で見ると、文系では「文章読解力」習得

の満足度が高 くなっており、理系では「数理的能

力」、「プレゼンテーション能力」、「情報処理能力」

習得の満足度が高 くなっています。
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また学部学生 (3・ 4年生)と 大学院学生 とで比

べてみると、学部学生は「プレゼンテーション能力」

について、大学院学生は「時間管理能力」について、

より不足 していると感 じているようです。

これらの知識・能力は、現在、経済産業省が提

起 し話題になっている「社会人基礎力」などとも

重なっています。専門教育の充実とともに、こう

した知識・能力の育成も今後の大学教育の課題と

なっていくでしよう。

学部学生 (3・ 4年生)。 大学院学生別

学科・専攻の専門知識

プレゼンテーション能力
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外国語能力
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